
◯賛成
松田賢治議員

◯賛成
兼松雄司議員

◯賛成
竹内浩一議員

総務委員長から報告があります!総務委員長から報告があります!②②

× 反対
伊藤敬宏議員

×反対
佐藤・猛議員

×反対
林・重光議員

請  願  審  査

１２月定例会初日（１２月５日）に下記の請願について総務委員会に付託され、１２月７日に総務委員会において
請願についての審査及び表決が行われました。総務委員会では、紹介議員から請願についての説明を受け、その後総
務委員から質疑が行われました。最後に挙手による表決が行われた結果「不採択とすべきもの」となりました。定例
会最終日に総務委員長から同結果の報告が行われました。

　憲法第２６条には「義務教育はこれを無償とする」とあります。これについて政府は、１９５１年に国会で「でき
るだけ早く広範囲に実現したい」とし、学校給食費もこれに含まれると述べています。しかしながら現在も、子ども
の給食費の平均月額は小学生４，３４３円、中学生４，９４１円（２０１８年文科省調査）、小・中学生の子ども二人を
持つ親の負担は年間１１万円を越えます。制服など、子どもの教育費は年々大きくなっており、中でも給食費の占め
る割合は５割を越えています。さらに現在は、コロナ禍での親の収入の減少、物価高騰が追い打ちをかけています。 
　坂祝町においても給食費の無償化は、町の予算の約１％程度で実現可能です。今すぐ長年放置されてき
た給食費の無償化を行い、親の経済的負担を軽減して安心して子育てができる環境を整えるべきではない
でしょうか。全国的にみても、給食費の無償化を実施する自治体は２５６（２０２２年１２月）にまで広が
り、以降もさらなる広がりが見られます。一刻も早く憲法の理念通り、給食費を無償化すべきと考えます。 
　給食は、「食育」という教育の一環であり、心と体を育てるために欠かすことができないものです。子
どもたちが安全に安心して食べられる給食の果たす役割は、今後ますます重要になっていくものと思わ
れます。子育て世代の経済的負担を軽減し、未来を担う子どもたちの心身ともに健やかな成長のため
に、小中学校の給食費の無償化を行うべきと考えます。よって、以下の項目を実施することを求めます。 

   請願第１号　小中学校の給食無償化を求める請願書    　　
【団体名】学校給食の無償化を実現する加茂地域の会 坂祝 【添付された署名者数】１，８４３名
【紹介議員】 松田賢治議員
【請願の趣旨】

【請願項目】 １．小中学校の給食費の保護者負担分を無償にすること。
　	　　　　　	２．国が給食費の無償化を行うよう、意見書を政府に送付すること。		

表決結果　◎…採択とすべきもの  ╳…不採択とすべきもの
賛否状況　○…賛成  ╳…反対  ―…委員長は表決に加わらない
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請願第 1 号 小中学校の給食無償化を求める請願について × × × × ○ × × × × ― ○

　　総務委員会の表決結果 「不採択とすべきもの」  

　　　　　　　審議結果 「不採択」 ※賛否の状況については、Ｐ７をご覧ください。

1,843筆（町民の22％）の署名は重い。給食費無償化はすべての親の願い。
国の無償化に先んじて町が無償化することに意義がある。

学校給食の無償化はぜひ進めてほしいと思いますが、憲法第２６条により国
の責任において進められるべきものである。

町内の２割超の親の要望を大事に受け止めるべき。
国がやらないから町でやる意義が大きい。

署名の重みはすごく感じるが、国も動き出しているので、町行政の優先順位
をしっかりわきまえたうえで反対。国への要望はしっかり伝えていきたい。

将来の人口減少による地方交付税の減少や、社会保障費･公共インフラ整備･小中
学校の建替え等今後出費が増加し、そのツケを将来の子ども達に回したくない。

子育て世代の負担軽減を重視して賛成。国への意見書提出にも賛成。

【討論内容】

１２月定例会最終日（１２月１２日 ）　請願第１号　小中学校の給食無償化を求める請願について審議・採決が
行われました。
　総務委員長からの上記審査結果報告の後、下記の６名議員から賛成・反対の討論がありました。採決の結果は、

「不採択」となりました。
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